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この助成金により国内外学会に参加し、他の研究者と情報と意見を交換することができました。
今後は助成期間中に得られた成果を深化させ、発表するように進行したいと存じます。



平成 29年度　研究活動推進助成　成果の概要
情報学研究科数理工学専攻　助教　  Shurbevski Aleksandar

研究助成をうけて，3回の国内学会，2回の国際学会に出席し，短期間の海外訪問を行うことができま
した.

参加した国内学会は以下の通りになります：
　（１）The Japan Conference on Discrete and Computational Geometry, Graphs, and Games 
(JCDCG3)，2017年 8月 29日-9月 1日，東京理科大学神楽坂キャンパス;
　（２）日本オペレーションズ・リサーチ学会 2017年秋季研究発表会，2017年 9月 14-15日，関西
大学千里山キャンパス;
　（３）日本オペレーションズ・リサーチ学会 2018年春季シンポジウム&研究発表会，2018年３月
14-16日，東海大学高輪キャンパス.

学会（１）は非常に有名な会議であり，国内外からも大手な研究者が参加くださります.　須藤浩明と
永持仁と共同の“The Stable Roommates Problem with Unranked Entries”の発表を行い，厳密
なコメントを受けとりました.　以上の発表内容を論文化し，査読を受けて IEICE 

TRANSACTIONS on Information and Systems（電子情報通信学会論文誌）に出版される予定
があります（9月見込み）.

海外に参加出来たの学会は以下になります：
　（４）2nd Macedonian Workshop on Graph Theory and its Applications，2017年 8月 14-

18日，オフリド，マケドニア;

　（５）The 12th International Conference and Workshops on Algorithms and Computation 

(WALCOM 2018)，2018年 3月 3-5日，ダカ，バングラデッシュ.

学会（４）の契機で，学会の直後に短期間の海外訪問を行いました.　スコピエ，マケドニアにあ
る「聖キリル＆メトディ」大学のアンドヴァ・ヴェスナ助教の招待で 2017年 8月 19-26日の間
打ち合わせと議論を行いました.　グラフのモデル化に対して情報と意見を交換のうえ，将来に共
同研究が行われると期待します.
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